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当法人では、毎月、グループ
ホーム入居者様、並びに当法
人職員及びヘルパーのPCR検
査を実施しております。
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肉
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今
回
は
性
病
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
性
病
に
は
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
、
淋
菌
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
、
ト
リ
コ

モ
ナ
ス
膣
炎
、
ケ
ジ
ラ
ミ
症
、
Ｂ
型
肝
炎
（
血
液
で
も
感
染
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
性
交
渉
で
感
染
す
る
も
の
で
、
最
も
多
い
の
が
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感

染
症
で
す
が
、
こ
こ
数
年
急
増
し
て
い
る
の
が
梅
毒
で
す
。
梅
毒
は
、
（
３
週
間
位
し
て
）
最
初
に
痛
み
の
な
い
硬
い
し
こ
り
が
感
染
部
位
に
で
き
、
脚
の

つ
け
根
の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
が
お
こ
り
、
な
お
る
と
そ
の
後
１
～
２
カ
月
し
て
手
足
全
身
に
発
疹
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
自
覚
症
状
（
痛
み
・

か
ゆ
み
な
ど
）
を
伴
わ
ず
お
さ
ま
り
ま
す
が
、
体
の
中
で
梅
毒
の
病
原
菌
が
増
殖
し
数
年
か
ら
数
十
年
す
る
と
心
血
管
神
経
に
異
常
か
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
症
状
が
現
れ
た
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
梅
毒
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
（
血
液
）
検
査
を
う
け
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
等
で
完
治
ま
で
し
っ
か
り
治
療
が
必

要
で
す
。

み
な
さ
ん
、
歯
科
検
診
は
定
期
的
に
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

今
年
6
月
、
国
民
皆
歯
科
検
診
に
つ
い
て
日
本
歯
科
医
師
会
は
こ
の
制
度
は
約
3
年
か
ら
5
年
を
め
ど
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。

厚
労
省
の
歯
科
疾
患
実
態
調
査
に
よ
る
と
30
～
50
才
の
約
40
％
、
50
才
以
上
の
約
55
％
が
中
等
度
以
上
の
歯
周
病
に
罹
患
し
て
い
ま
す
。
歯
周
病
は
自

覚
症
状
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
歯
肉
は
腫
れ
、
骨
が
減
り
、
歯
は
揺
れ
、
最
終
的
に
喪
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
お
食
事
が
困

難
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病
は
全
身
疾
患
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
、
心
臓
血
管
疾
患
、
低
体
重
児
出
産
な
ど
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

他
に
も
唾
液
に
含
ま
れ
る
細
菌
が
誤
っ
て
気
管
支
、
肺
に
入
る
と
気
管
支
炎
や
誤
嚥
性
肺
炎
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
繋
げ
る
た
め
に
は
定
期
的
な
歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

普段、利用者の皆様とス
タッフがどのように過ごし
ているのか、少しご紹介し
ます。
朝・昼・夕と三度の食事

の前には、職員が中心とな
り、ラジオ体操や足踏み、
口腔体操を実施し、心身と
もにリフレッシュを促進！
他にも、洗い終わった後

の洗濯物干し、取り外して
畳む作業、昼・夕食に使う
野菜切り、出来たおかずの
小分けなど「何か一つでも
できる事はないかな？」と
考え、日々、取り組んで一
緒に過ごしています。

誤嚥について
口から入った食べ物や飲み物は食道へ入ります。それが

誤って気管に入ることを誤嚥といいます。（繰り返すと肺炎
になる場合もあります）
食事の時、頻繁にムセたり咳が出たりするなら、それは喉の機能

が衰えているサイン！まだ、高齢といわれる年代でなくても日頃からムセなど
を感じる人は注意が必要です。防止策の一つでお口のケアはとても大切です。
清潔に保ち、最近の繁殖を抑え肺炎リスクを減らしていきましょう。

こ
ん
に
ち
は
！
暑
さ
が
厳
し
い
で
す
が
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

さ
て
、
電
車
や
バ
ス
に
乗
れ
な
い
と
い
う
不
安
症
状
を
ご
存
知
で
す
か
？
乗
物
恐
怖
と
い
い
ま
す
。
公
共
の
逃
げ
ら
れ
な
い
場
所
で
体
調
不
良
を
起
こ
し

て
し
ま
う
か
も
、
と
い
う
不
安
か
ら
乗
る
の
を
避
け
て
い
る
う
ち
に
本
格
的
に
乗
れ
な
く
な
り
ま
す
。
学
校
や
職
場
の
近
く
に
住
ま
ざ
る
を
得
な
い
と
か
、

自
転
車
通
勤
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
等
、
生
活
に
支
障
が
出
ま
す
。
こ
う
し
た
症
状
の
方
に
は
「
事
実
本
位
」
の
実
践
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
事
実
」
を
物
差
し
に
し
て
自
分
を
見
る
態
度
の
実
践
で
す
。
「
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
乗
る
用
事
が
あ
る
時
は
不
安
で
も
渋
々
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
用
事
を
終
え
た
ら
、
不
安
で
も
で
き
た
と
い
う
事
実
を
認
め
、
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
」

一
方
の
「
気
分
本
位
」
と
は
、
頑
張
っ
て
乗
っ
て
用
事
を
終
え
て
も
、
不
安
に
な
っ
た
か
ら
自
分
は
ダ
メ
だ
、
と
「
気
分
」
を
物
差
し
に
自
分
を
見
る
態

度
で
す
。
再
び
乗
り
物
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
「
事
実
本
位
」
と
「
気
分
本
位
」
の
ど
ち
ら
の
態
度
の
実
践
が
役
立
つ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？
実

を
い
い
ま
す
と
、
私
自
身
が
乗
物
恐
怖
の
症
状
を
「
事
実
本
位
」
の
実
践
で
克
服
し
ま
し
た
。

暑さ厳しく、オミクロン変異株BA-5が凄まじく
増加、さらに変異株BA-2.75も重なり、第7波到来です。
東京では3万人超え、全国となると20万人超えとも言われて

おります。夏休みに入ると子供から大人まで感染者も増加に
至るのではないでしょうか？
①屋外では、会話等をしないのであればマスク着用せず大丈夫。
②人の行き交う場所では、マスク着用。
PCR検査、医療従事者については4回目のワクチン接種を実施・予定されてお

ります。熱中症対策をしながら、対応はとても厳しい限りです。徳耀会では、
全職員について出勤前に本人及び家族の体調管理について、毎日報告すること
になっており、体調不良の方々は各事業所に入室することも禁止されておりま
す。利用者様・職員はマスク着用し、生活しております。そのためご家族様・
関係者の方々につきましては、面会については控えさせて頂きたいと存じます。
ご理解ご協力の程、お願い申し上げます。
尚、ご家族様・関係者の方々より“元気で過ごしているか”心配と聞くこと

がありご本人様と電話にて話したいと申し出があるようですが、スタッフもひ
とりひとりの利用者に支援している関係上、その時間を取ることがとても困難
です。その点につきましては、どうぞ控えて下さるようお願い致します。

追伸 介護保険負担割合証、後期高齢者医療被保険者証が届いているようで
したら、ご郵送下さるようお知らせ致します。

青木看護師
岩田看護師

マスクの着用と熱中症
新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐた

めに「新しい生活様式」として、マスクの
着用が推奨されています。ただし、マスク
を着けていない状態と比べて、心拍数や呼
吸数・血中酸素濃度・体感温度が上昇する
など、身体に負担がかかることがあります。
気温や湿度が高い環境では熱中症のリスク
が高くなります。屋外で人と十分な距離が
確保できる場合にはマスクを外し、マスク
を着けている時は運動などを避け、水分の
補給をこまめにしましょう。

定
期
的
な
歯
科
検
診

心
そ
の
も
の
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
心
を
扱
う
心
療
内
科
で
も
、
本
当
は
何
か
し
ら
の
検
査
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
の
お
悩
み
、
気
分
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

が
目
に
見
え
る
形
で
正
し
く
評
価
で
き
る
と
良
い
で
す
が
、
お
わ
か
り
の
通
り
、
血
液
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
で
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
。

で
は
私
た
ち
が
ど
ん
な
風
に
心
を
評
価
し
て
い
る
か
と
言
う
と
、
目
に
見
え
る
表
情
や
行
動
、
耳
か
ら
聞
こ
え
る
声
（
大
き
さ
、
抑
揚
、
テ
ン
ポ
な
ど
）

を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
患
者
さ
ん
の
お
話
（
落
ち
込
み
、
不
安
感
な
ど
の
心
に
つ
い
て
自
覚
さ
れ
て
い
る
情
報
）
は
最
も
重
要
な
の
で
す
が
、

目
に
見
え
る
情
報
と
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
診
察
と
い
う
特
殊
な
環
境
で
は
十
分
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
、
日
常
生
活
の
よ
り
多
く
の
時
間
を
共
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
や
ご
友
人
か
ら
の
お
話
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
心
が
目
に
見
え
る
よ
う
な
検
査
法
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
今
現
在
の
心
療
内
科
の
診
察
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

歯
周
病
で
歯
肉
か
ら
膿
が
出
た
り
す
る
原
因
は
、
歯
周
病
原
菌
が
出
す
毒
素
で
す
。
つ
ま
り
、
歯
周
病
と
い
う
状
態
は
、
歯
周
病
原
菌
が
口
の
中
で
繁
殖
し

て
い
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
歯
周
病
原
菌
が
い
れ
ば
歯
周
病
で
す
し
、
い
な
け
れ
ば
単
な
る
歯
肉
炎
で
す
。
単
な
る
歯
肉
炎
は
歯
磨
き
す
れ
ば
治
り
ま
す
が
、

歯
周
病
原
菌
が
い
れ
ば
、
ど
ん
な
に
き
れ
い
に
歯
を
磨
い
て
も
歯
周
病
は
治
ら
な
い
の
で
す
。
歯
周
病
に
な
る
と
、
歯
の
周
囲
の
骨
が
溶
け
て
な
く
な
り
ま

す
。
一
方
で
歯
肉
炎
は
歯
肉
だ
け
に
炎
症
が
起
き
た
状
態
で
す
。
こ
れ
は
大
き
な
違
い
で
す
が
、
意
外
と
自
分
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
専
門
的
な
診
断
を

お
勧
め
し
ま
す
。
歯
周
病
は
う
つ
り
ま
す
。
歯
周
病
原
菌
は
、
歯
ブ
ラ
シ
や
キ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
口
か
ら
口
へ
と
う
つ
る
の
で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
歯
周
病
原
菌
が
定
着
す
る
か
は
、
個
人
の
免
疫
の
状
態
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
免
疫
の
力
が
強
け
れ
ば
、
入
っ
て
き
た
歯
周
病
原

菌
を
や
っ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
歯
周
病
菌
が
口
の
中
に
入
っ
て
も
、
必
ず
し
も
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
周
病
は
、
ご

く
初
期
の
段
階
で
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。
歯
肉
か
ら
の
出
血
や
痛
み
が
出
て
く

る
と
き
に
は
、
か
な
り
進
行
し
た
段
階
と
考
え
て
い
い
で
す
。
痛
い
歯
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
歯
も
歯
周
病
が
進
行
し
て
い
る
状
態
と
考
え
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。
他
に
は
、
歯
が
動
い
て
き
た
り
、
口
臭
が
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
初
期
に
は
症
状
が
な
か
な
か

現
れ
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
定
期
的
に
歯
医
者
へ
受
診
し
、
検
診
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

先日、職場の同僚と本の話になりました。
彼女は小学生・中学生のお子さんを持つお母さんでありますが、下の子が本を読まないのだと
こぼしておりました。そのお子さんはアニメは好きでよく見ているとのことで、せめて何か活字に触れて欲しいと思い、
同僚は世間で流行っている漫画を全巻購入したそうです。しかし、お子さんは一巻に少し目を通したきり以外全く触れな
かったそうです。
私も含め、ある年代以降の人は『本はできれば読むべき、読んでいる子は安心』というような認識があると思います。私
の父の時は『漫画を読むと馬鹿になる』と言われた時代でありました。
時代によって良かれと思われる事は変化していきますが、自らが生きた中で受けた教育や習慣と違う人と出会った時（私
は小学生に、将来なりたい職業はユーチューバー！と言われた時にかなり驚きました）人は違和感を感じると思います。
そのような時に、自分はどのような行動や考え方をすると良いかと悩みますが、きっと正解はないのだと思います。大切
なのは、仕事でも私生活でも、人と関わる時に自分はどうあるべきかと心にいつも問うことではないかなと思います。
同僚は「漫画、自分で全巻読んじゃったわよ」と言っていました。この出来事で、彼女の新たな漫画の世界が広がるのか、
そこはちょっと楽しみではあります。

欧米人の歯並びがきれいで白いというイメージをお持ちでは
ないですか？日本のように皆保険ではない国が多く、そのため

虫歯や歯周病などの治療をなるべくしなくて済むように矯正をしたり定期的に検診
をしたりと、「予防」を目的とした歯科受診が一般的になっているからです。新型コ
ロナウイルスの蔓延により、病院に行きづらいと感じることがあるかと思います。
例えば感染が減ってきた頃合いに、痛みが出たり治療が手遅れになる前の「予
防」を目的とした検診を検討されることをお薦めします。


